
RNA溶液に2種類の試薬（基質とプライマーの混合試

薬および酵素試薬）を加え、専用装置であるTRCRリ

アルタイムモニターTRCRapid-160にセットするだけ

の簡便な操作が特徴である（

［GⅠ・GⅡ］、さＵメラーゼ領域）の3’末端側からORF2（構造蛋白領域）

の5’末端側にかけてのjunction領域を含めるように設

定した。そして、GⅠの遺伝子型間で相同性の高い領







PCR法の結果は、核酸抽出物1～10 μLを試料として、

ORF1のRNAポリメラーゼ領域にあるプライマーセッ

ト 2系 列（ SR46, 48, 50, 52/SR33系 11）






